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東日本大震災被災地 T 村における意味ある作業開発の為のアクションリサーチ  
－震災の経験記録作成と今後の暮らしの展望―  
 
宮前珠子＊ , 1 )、鈴木達也 1 )、山田美代子 2 )、山下拓朗 3 )、馬場博規 4 )、萩田邦彦 5 ) 
1)聖隷クリストファー大学、 2 )静岡英和学院大学、 3 )菊川市立総合病院、  
4)磐田市立総合病院、 5 )浜名湖エデンの園  
 
 目 的： 
東日本大震災により壊滅的被害を受けた岩手県陸中海岸北部に位置する T 村 S 地区で
は、2014 年度に復興住宅が完成し殆どの住民が 3 年間慣れ親しんだ仮設団地から離れ、
新しい地区に転居した．そのような中、「震災と仮設団地での暮らしの記録」を残して
気持ちの整理をしたいという声がこれまで交流してきた女性部メンバーから上がり、
2014 年度は同意の得られた希望者約 20 名にインタビューを行い、2015 年度は文章化し
たインタビューを対象者にフィードバックし推敲を重ねるとともに、3 年間の仮設団地
での行事の写真、及び以前の暮らしの写真を整理し、記録集「がんばっぺ！－3.11 つな
み～仮設住宅の記録」を作成した．この研究はアクションリサーチとして、 S 地区女性
部のメンバーと研究者が協力して、2014 年度に取りかかった「震災と仮設団地の暮らし
の記録」を完成させ、印刷し、関係者へ配布すること、また、復興住宅など新たな地区
で始まった新たな生活を展望し、意味ある作業を開発・展開することを目的とした． 
方 法： 
対象者：T 村女性部インタビュー協力者 22 名 
方 法：記録集の構成と内容について、女性部世話役の F さん、S さんと郵便と電話を
使って綿密なやりとりをし、対象者の希望を最大限生かすように冊子の編集を行い、冊
子を完成させた．  
結 果： 
完成した冊子（全 106 頁）の構成は次の通りである． 
  ご挨拶 3 頁、寄せ書き  2 頁、 震災・仮設  暮らしの記録  22 名 各 2 頁、 
  写真集 52-96 頁：仮設団地、中学の半旗、応援・支援、三鉄、黎明台団地、島越
小学校校歌等、ジオラマ、破壊された S 地区など  
  支援者名簿、編集後記など  
完成した冊子  400 冊を 2016 年 3 月 13 日 現地に出かけ、対象者に贈呈した． 
冊子はその後、著者、協力者、支援者、村民に配布され、更に  役場、駅、に置かれ、  
村外からの訪問者への津波被害の資料として利用されている．  
考 察： 
この研究は、対象者の意味ある作業を開発するという立場から、最大限対象者の主体
性を重視して行い、研究者はサポート役に終始する立場をとった．その結果、対象者は
主体的にこの作業に取り組み、できあがった冊子を自らのものとして活用しつつある．
震災後 5 年を経たが村には他者に示す資料がこれまでなかったため、貴重な資料として
利用され、喜ばれているとの報告が世話役からあった．  
発表の状況： 
年度最後のぎりぎりまで編集作業に取りかかっていたため、今年度は発表することが
できなかった．今後、 2017 年度日本作業療法学会で発表予定である．  
